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平
成
二
十
二
年
度
総
会
は
五
月
二
十
一
日
開
催 

提
出
議
案
は
す
べ
て
可
決
承
認
（
第
一
回
理
事
会
） 

 

第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
の
す
べ
て
が
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
の
総
会
で
は
、
役

員
の
辞
任
に
よ
る
五
名
の
補
充
選
任
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

                        

  

本
年
度
第
一
回
目
の
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
総
会
提
出
議
案
の
ほ
か
提

案
さ
れ
た
四
議
案
が
原
案
と
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

役
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
総
会
で
決
議
さ
れ
た
と
お
り
、
定

数
六
名
が
削
減
と
な
り
二
十
四
名
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
役
員
の
辞
任

が
あ
る
こ
と
か
ら
補
充
に
よ
り
選
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十
一
日

で
利
用
期
間
が
終
了
し
、
最
終
的
な

換
金
割
合
は
九
十
九
・
八
五
％
と
な

り
ま
し
た
。
四
月
十
九
日
に
は
番
号

に
よ
る
抽
選
会
も
終
了
し
、
連
休
明

け
に
は
当
選
者
に
景
品
が
届
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お

い
て
も
日
高
町
の
ご
支
援
に
よ
り

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
」

を
継
続
し
て
行
う
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
時
期
は
夏
ご
ろ
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
が
、
前
回
の
反
省
点
な

ど
も
含
め
て
、
消
費
者
の
皆
様
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
部

会
委
員
会
及
び
理
事
会
の
中
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 
次
の
通
り
新
規
加
入
会
員
・
脱
退

会
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【
新
規
加
入
】 

富
川
南 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

ア
ル
フ
ァ
（
洋
品
店
）
山
川
忠
氏 

富
川
南 

シ
ョ
ッ
プ
ロ
ー
ド

（
特
産
品
等
小
売
）
湯
村
廣
子
氏 

【
脱
退
会
員
】
大
沢
理
容
院
・
居
酒

屋
海
聖
・
㈱
富
川
石
油
・
船
木
建
設

㈱
・
㈲
豊
林
業 

 

総
会
は
五
月
二
十
一
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
総
会
終
了
後
の
懇
親
会

は
昨
年
同
様
に
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。 

 

雇
用
保
険
料
率
改
定 

  

雇
用
保
険
料
率
が
四
月
一
日
よ
り

改
正
さ
れ
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

な
お
、
確
定
保
険
料
率
は
今
ま
で

ど
お
り
で
、
平
成
二
十
二
年
度
の
概

算
保
険
料
よ
り
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
の
負
担
率
も
変
わ

り
ま
す
の
で
、
四
月
以
降
の
給
料
等

支
払
い
時
に
は
、
改
定
後
（
増
額
）

の
率
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。 

 

平成 22年 4月 30日（第 73号） 
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抽
選
会
終
了 

 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券 

  

三
月
三
十
一
日
で
使
用
期
限
を
終

了
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
当
選
者
が
決

定
し
ま
し
た
。 

 

抽
選
は
、
商
業
部
会
の
役
員
に
よ

り
厳
正
に
行
わ
れ
、
約
十
二
万
枚
の

抽
選
券
（
半
券
）
の
中
か
ら
当
選
確

率
０
．
二
五
％
、
幸
運
な
二
百
九
十

六
本
が
見
事
当
選
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
選
番
号
の
発
表
は
、
取
り
扱
い

加
盟
店
の
店
頭
に
四
月
末
ご
ろ
、
ま

た
、
町
の
広
報
を
通
じ
て
五
月
上
旬

頃
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に

も
応
じ
ま
す
が
、
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
景
品
は
五
月
連
休
あ
け

に
直
接
当
選
者
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。 

  

 

融
資
利
率
改
正 
 
 

商
工
貯
蓄
共
済 

  

商
工
貯
蓄
共
済
の
平
成
二
十
二
年

度
上
半
期
（
四
月
〜
九
月
）
適
用
の

融
資
利
率
が
次
の
通
り
決
定
し
ま
し

た
。
前
年
同
期
と
比
べ
て
〇
．
二
二
％

下
が
り
ま
し
た
。 

一
般
融
資
利
率 

積
立
範
囲
内 

〇
．
八
四
％ 

三
年
以
内 

 

一
．
一
四
％ 

 
 

五
年
以
内 

 

一
．
一
九
％ 

 
 

十
年
以
内    

一
．
二
四
％ 

ま
た
、
北
海
道
商
工
業
支
援
協
同

組
合
が
実
施
す
る
、
緊
急
融
資
、
積

立
範
囲
内
融
資
に
つ
い
て
も
同
様
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

緊
急
融
資 

 

〇
．
八
四
％ 

積
立
範
囲
内 

〇
．
八
四
％ 

 

積
立
範
囲
内
の
組
合
融
資
に
つ
い

て
は
、
一
年
以
内
の
一
括
返
済
の
み

で
す
。
一
年
以
上
の
返
済
を
ご
希
望

す
る
場
合
は
貯
蓄
共
済
の
積
立
範
囲

内
融
資
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
も
、
融
資
利
率
は
積
立
範

囲
内
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
融
資
残
高
相
殺
事
務
の
改

正
が
行
わ
れ
、
相
殺
条
件
な
ど
が
緩

和
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

緩
和
措
置 

現
行
の
「
既
存
借
入

額
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
以
上
の
返

済
」
の
条
件
を
「
既
存
借
入
額
の
二

分
の
一
以
上
返
済
さ
れ
た
と
き
、
ま

た
は
、
一
年
以
上
遅
延
な
く
返
済
さ

れ
た
と
き
」
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
相
殺
処
理
実
効
可
能
日
の

追
加
と
し
て
、「
毎
月
五
日
」
か
ら
「
毎

月
五
日
及
び
二
十
五
日
」
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
商

工

会
ま
で
お

問
い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。 

   

平成 21年度（確定保険料） 平成 22年度（概算保険料） 

  事業の種類 
保険率 

事業主負担 被保険者負担 
保険率 

事業主負担 被保険者負担 

一般の事業 11/1000 7/1000 4/1000 15.5/1000 9.5/1000 6/1000 

農林水産 13/1000 8/1000 5/1000 17.5/1000 10.5/1000 7/1000 

建設の事業 14/1000 9/1000 5/1000 18.5/1000 18.5/1000 7/1000 
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建
設
業
決
算
報
告
書 様

式
改
正 

  

建
設
業
の
決
算
報
告
書
（
日
高
振

興
局
提
出
分
）
の
様
式
が
、
平
成
二

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

様
式
は
「
北
海
道
電
子
自
治
体
共

同
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

☆
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法 

北
海
道
電
子
自
治
体
共
同
シ
ス
テ
ム

https://w
w

w.harp.lg.jp/PortalJ
um

inW
eb/G

uestPageShow.do 

か
ら
「
電
子
申
請
（
様
式
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
）
」
↓
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」
↓

建
設
業
と
入
力
す
る
と
一
覧
表
が
出

ま
す
。 

  

今
度
は
や
ま
べ
の
ふ
り
か
け
！ 

青
年
部
総
会 

  

四
月
二
十
七
日
青
年
部
（
部
長
望

月
章
）
の
通
常
総
会
が
行
わ
れ
、
提

案
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ヤ
マ
だ
べ
さ
弁
当
事
業
は
継
続
さ

れ
ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
は
名
称
を

「
日
高
や
ま
べ
を
知
っ
て
も
ら
う

会
」
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
〜
沙
流

川
の
食
材
を
食
卓
へ
〜
と
し
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
「
や
ま
べ
の
ふ
り
か
け
」

を
製
造
販
売
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
理
事
に
は
、
厚

賀
さ
く
ら
亭
の
橋
本
浩
司
氏
が
指
名

さ
れ
、
就
任
し
ま
し
た
。 

           

女
性
部
総
会
終
了 

  

四
月
二
十
八
日
、
女
性
部
（
部
長

小
谷
節
子
）
の
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十

二
年
度
で
は
、
部
員
の
親
睦
研
修
事

業
を
八
月
下
旬
、
帯
広
方
面
に
実
施

す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。 

  

短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理 

 

雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
保
険
の

適
用
範
囲
が
三
十
一
日
以
上
の
雇
用

見
込
み
が
あ
る
こ
と
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
雇
用
期
間
六
カ

月
未
満
の
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て

も
、
三
十
一
日
以
上
の
雇
用
見
込
み

が
あ
れ
ば
被
保
険
者
と
し
て
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
も
短
時
間
就
労
者
で
あ
っ

て
、
季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
方

は
、
今
ま
で
は
被
保
険
者
に
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
雇
用
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
四
か
月
を
超
え
る
雇
用

見
込
み
が
あ
る
こ
と
、
及
び
一
週
間

の
所
定
労
働
時
間
が
三
十
時
間
以
上

で
あ
る
こ
と
を
要
件
に
短
期
雇
用
特

例
被
保
険
者
に
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
本
年
七
月
か
ら
短
時
間

労
働
者
も
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

 

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
と
は
、

障
害
者
数
が
法
定
雇
用
率
に
満
た
な

い
事
業
主
か
ら
一
カ
月
当
た
り
五
万

円
を
徴
収
。
こ
れ
を
法
定
雇
用
率
を

超
え
て
障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

に
助
成
金
と
し
て
支
給
す
る
仕
組
み

で
す
。 

 

現
行
で
は
、
常
時
使
用
す
る
労
働

者
が
三
百
名
以
上
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
二
十
二
年
四
月
か
ら
は
二
百
名

以
上
、
二
十
七
年
四
月
か
ら
は
百
名

議長に指名された櫻井氏 
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ラジオに生出演する半田会長 

以
上
の
事
業
主
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

http://w
w

w.m
h1w.go.jp/bunya/

koyou/koyouhoken.htm
l 

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
定
義
】 

 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
は
、「
一

週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一
の
事

業
所
に
雇
用
す
る
通
常
の
労
働
者
の

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
よ
り
短
い

労
働
者
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
、
「
パ
ー
ト
」
「
ア
ル
バ

イ
ト
」「
準
社
員
」
な
ど
呼
び

方
が
異
な
っ
て

い
て
も
、
こ
の

条
件
に
当
て
は
ま

る
労
働
者
は
全
て

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
の
対
象
と
な

り
ま
す
。 

    

グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
ナ
イ
タ
ー 

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬 

 

四
月
二
十
八
日
、
二
〇
一
〇
門
別

競
馬
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ
ナ
イ
タ
ー
が

開
幕
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
道
営
競

馬
の
す
べ
て
が
門
別
競
馬
場
で
開
催

さ
れ
、
八
十
日
間
全
レ
ー
ス
が
ナ
イ

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。 

道
営
競
馬
は
厳
し
い
財
政
の
中
、

本
年
度
の
売
り
上
げ
状
況
に
よ
っ
て

は
廃
止
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
日
高
管
内
や
胆
振
管
内
の

軽
種
馬
関
係
者
を
含
め
地
域
の
各
町

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

必
至
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本

年
度
は
道
営
競
馬
正
念
場
の
年
で
あ

り
、
何
と
し
て
も
競
馬
場
の
振
興
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
門
別
競
馬
場
開
催
に
向

け
て
、
事
前
に
「
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競

馬
を
応
援
す
る
会
」
や
「
Ａ
Ｉ
馬
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
道
軽
種
馬
振
興
公

社
」
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

札
幌
赤
レ
ン
ガ
前
に
て
新
し
く
作

製
し
た
「
の
ぼ
り
」
を
並
べ
、
道
行

く
人
に
開
幕
を
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、
同
時

に
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
に
も
生
出
演
し
、

「
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
を
応
援
す
る

会
」
代
表
の
半
田
邦
雄
氏
が
出
演
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了
後
、
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
四
社
に
出
向
き
北
海
道
競
馬
の

支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

広
域
連
携
で
指
導 

  

平
取
町
・
新
冠
町
・
日
高
町
商
工

会
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
広

域
連
携
協
議
会
を
設
立
し
、
広
域
に

よ
る
連
携
指
導
業
務
や
各
職
員
の
資

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。 

 

平
取
町
商
工
会
が
主
体
と
な
り
、

今
後
協
議
会
規
約
な
ど
作
成
し
、
具

体
的
な
計
画
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。 

  

職
員
の
異
動 

 

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
支
所

勤
務
の
武
井
支
所
長
が
定
年
に
よ
り
、

ま
た
本
所
勤
務
の
瀧
口
記
帳
指
導
員

が
都
合
に
よ
り
退
職
と
な
り
ま
し
た
。 

 

四
月
二
十
六
日
か
ら
新
た
に
記
帳

指
導
員
と
し
て
森
永
悦
子
氏
が
本
所

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 


